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普
天
間
飛
行
場
移
設
に
つ
い
て
の
岡
田
外
務
大
臣
の
発
言
と
「
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
な

が
ら
」
と
記
載
さ
れ
た
前
内
閣
の
答
弁
書
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

沖
縄
県
民
の
気
持
ち
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に
、
鳩
山
前
内
閣
に
対
し
て
「
普
天
間
飛
行
場
移
設
先
に
つ
き
現
行
計
画
を
白
紙
に
戻
し

た
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
九
日
に
鳩
山
由
紀
夫
前
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
答
弁
書
が
衆

議
院
議
長
に
送
付
さ
れ
た
。

こ
の
答
弁
書
に
は
、
「
鳩
山
内
閣
と
し
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ
り

も
大
事
に
し
な
が
ら
、
過
去
の
日
米
合
意
や
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
の
『
連
立
政
権
樹
立
に
当
た
っ
て
の
政
策
合
意
』
を

踏
ま
え
つ
つ
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
特
定
の
前
提
を
置
か
ず
、
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
幅
広
く
真
剣

に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

岡
田
克
也
外
務
大
臣
が
、
菅
内
閣
発
足
直
後
の
六
月
九
日
未
明
、
外
務
省
に
於
け
る
記
者
会
見
で
、
「
八
月
末
と
は
技

術
的
な
検
討
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
沖
縄
の
理
解
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」

一



と
発
言
さ
れ
た
旨
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
沖
縄
県
の
理
解
を
得
な
い
ま
ま
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の

位
置
や
工
法
の
選
定
を
進
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

�

岡
田
外
務
大
臣
は
、
鳩
山
前
内
閣
に
お
い
て
も
外
務
大
臣
を
務
め
て
お
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

問
題
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
（
後
略
）
」
と
記
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
四
月

九
日
の
答
弁
書
の
閣
議
決
定
に
あ
た
っ
て
は
署
名
を
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
外
務
大
臣
は
、
「
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ

り
も
大
事
に
し
な
が
ら
」
普
天
間
飛
行
場
移
設
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て
、
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

�

仮
に
変
更
し
た
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

仮
に
変
更
し
た
と
し
た
ら
、
四
月
九
日
の
答
弁
書
に
係
る
閣
議
決
定
は
無
効
と
す
る
手
続
を
行
う
の
か
。

�

仮
に
菅
内
閣
が
「
沖
縄
県
民
の
気
持
ち
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
な
が
ら
」
と
い
う
鳩
山
前
内
閣
の
姿
勢
を
踏
襲
す
る
な

ら
ば
、
六
月
九
日
未
明
の
記
者
会
見
に
於
け
る
岡
田
外
務
大
臣
の
発
言
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

二

普
天
間
飛
行
場
移
設
に
係
る
手
続
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日
に
「
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
十
一
月
十

七
日
に
鳩
山
前
総
理
大
臣
か
ら
の
答
弁
書
が
衆
議
院
議
長
に
送
付
さ
れ
た
。

二



こ
の
答
弁
書
に
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
施
設
へ
の
移
設
及
び
同
飛
行
場
の
返
還
を
含
む
在
日
米
軍
再
編
に
つ
い
て

は
、
（
中
略
）
沖
縄
の
方
々
が
背
負
っ
て
こ
ら
れ
た
負
担
、
苦
し
み
や
悲
し
み
に
十
分
に
思
い
を
い
た
し
、
地
元
の
皆
様
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
去
る
五
月
二
十
二
日
に
は
、
名
護
市
辺
野
古
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
を
埋
め
立
て
る
方
式
で
普
天
間

飛
行
場
の
代
替
施
設
を
建
設
す
る
内
容
の
合
意
が
日
米
間
で
な
さ
れ
、
翌
二
十
三
日
に
鳩
山
前
総
理
大
臣
が
沖
縄
県
を
訪
問

さ
れ
た
際
に
は
、
こ
の
合
意
を
不
満
と
す
る
多
数
の
県
民
が
抗
議
の
声
を
上
げ
る
模
様
が
報
道
さ
れ
た
。
「
最
低
で
も
県

外
」
と
強
弁
し
て
い
た
鳩
山
前
総
理
大
臣
の
変
節
に
対
す
る
沖
縄
県
民
の
怒
り
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

今
年
一
月
の
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
稲
嶺
名
護
市
長
は
、
「
海
に
も
、
陸
上
に
も
、
作
ら
せ
な
い
と
市
民
に
約
束
し
て
き

た
。
民
意
と
し
て
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
沖
縄
県
議
会
も
、
二
月
二
十
四
日
に
「
県
外
・
国
外
移
設
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
へ
の
移
設
を
容
認
し
て
お
ら
れ
た
沖
縄
県
知
事
も
、
二
月
二

十
六
日
、
沖
縄
県
議
会
に
於
け
る
答
弁
で
、
「
議
会
の
手
続
も
踏
ま
え
る
と
、
県
内
は
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
、
無
論
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。

三



右
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

「
沖
縄
の
方
々
が
背
負
っ
て
こ
ら
れ
た
負
担
、
苦
し
み
や
悲
し
み
に
十
分
に
思
い
を
い
た
し
、
地
元
の
皆
様
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
し
た
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日
の

答
弁
書
の
閣
議
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
菅
内
閣
で
留
任
さ
れ
た
岡
田
外
務
大
臣
、
北
澤
防
衛
大
臣
、
前
原
沖
縄
担
当
大
臣

が
署
名
を
さ
れ
て
い
る
。
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
を
担
当
さ
れ
る
前
記
三
閣
僚
は
、
「
地
元
の
皆
様
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
な
が
ら
」
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て
、
変
更
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
。

�

仮
に
変
更
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

仮
に
変
更
し
な
い
と
す
る
と
、
前
記
し
た
名
護
市
長
や
沖
縄
県
議
会
議
員
の
意
思
を
、
「
地
元
の
皆
様
の
思
い
」
を
代

弁
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
世
論
調
査
を
実
施
す
る
の
か
。

�

鳩
山
前
総
理
大
臣
が
「
最
低
で
も
県
外
」
「
普
天
間
問
題
に
対
し
て
も
、
日
米
と
沖
縄
県
民
の
み
な
さ
ん
す
べ
て
が
わ

か
っ
た
と
理
解
で
き
る
よ
う
な
形
を
つ
く
り
た
い
」
と
発
言
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖
縄
県
民
の
県
外
移
設
へ
の
期
待

は
膨
ら
み
、
県
民
世
論
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
予
定
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
お
い
て

も
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
へ
の
対
応
が
大
き
な
争
点
と
な
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の
建
設

四



着
工
ま
で
に
は
、
沖
縄
県
知
事
に
よ
る
公
有
水
面
埋
立
許
可
が
必
要
と
な
る
。
沖
縄
県
知
事
に
公
有
水
面
埋
立
許
可
を
求

め
る
こ
と
は
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
の
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
菅
内
閣
は
、
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
行
う
の
か
。

�

沖
縄
県
知
事
に
公
有
水
面
埋
立
許
可
を
求
め
る
時
期
は
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

�

沖
縄
県
知
事
選
挙
の
争
点
や
結
果
に
よ
っ
て
は
、
県
知
事
に
よ
る
公
有
水
面
埋
立
許
可
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

が
、
そ
の
場
合
は
、
埋
立
方
式
を
変
更
す
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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